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図１　古墳時代前期の主要遺構配置図（1:600）

図２　古墳時代末〜平安時代の主要遺構配置図（1:600）
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平安時代末期から鎌倉時代では、幅が１〜４mの溝で囲まれた屋敷地が確認された。区
画溝SD11などからは藤澤編年第４〜５型式の尾張型山茶椀等が出土した。B区では井戸
SK14が発見されたが、井戸側構造物は残存していなかった。

室町時代では、溝２条とそれに平行する形で掘立柱建物跡が２棟以上確認された。溝は
屋敷地を区画するものと思われ、鎌倉時代の溝とは方位が異なる。出土遺物は少ないが東
濃型山茶椀などが存在しており15世紀前半に位置づけられる。鎌倉時代とは地割の方位
が大きく異なることから、集落の変遷において大きな画期が存在した可能性を考えること
もできる。

江戸時代の遺構としては区画溝、井戸、畑、水田跡などが確認された。Ａ区とＣ区の間に
は江戸時代に開設された岐阜街道が通っており、井戸の配置からみてこの街道に沿って屋
敷が並んでいたと考えられる。この屋敷裏に相当するＢ区では溝で区画された畑や水田跡
が確認された。出土遺物からみて1�世紀後半以降の屋敷と思われ、下津片町と下津下町の
間に所在する下津新町は1�世紀後半頃から形成されたと考えられる。

今回の調査の結果、調査区の北西に流れる古河川によって形成された自然堤防の微高地
に古墳時代末期からほぼ連綿と集落が展開していたことが判明した。鎌倉街道は調査区の
東約500mの位置に現青木川に並行して通っていたと推定され、推定鎌倉街道が乗る自然
堤防と本調査区が所在する自然堤防は異なる可能性が高い。本調査区は、古代の集落のあ
り方などからみて推定鎌倉街道近辺の遺跡とは異なる遺跡と認識した方が理解しやすい
といえる。ただし、尾張守護所が下津にあった室町時代では地割の方位が変更されており、
かつ調査区が下津城跡推定地から南西に500mの地点であることから、中世「下津」の一角
を担う集落であった可能性も考えられる。 （鈴木正貴）

図３　平安時代〜鎌倉時代の主要遺構配置図（1:600）
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図４　室町時代〜江戸時代の主要遺構配置図（1:600）

Aa区１面全体　鎌倉〜江戸時代の遺構　西から Aa区火葬墓？SX05　北西から

B区１面全体　鎌倉〜室町時代の遺構　西から B区３面全体　奈良時代の遺構　西から
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C区２面全体　奈良時代の遺構　西から C区３面全体　古墳時代？の遺構　南東から

Aa区土坑SX07遺物出土状況　南から Aa区４面西半部　奈良時代の遺構　西から

Ab区１面北半部　鎌倉〜室町時代の遺構　北から C区１面全体　室町〜江戸時代の遺構　南から

Aa区３面全体　奈良〜鎌倉時代の遺構　西から Aa区掘立柱建物跡SB53検出状況　北東から




